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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年12月9日(2021.12.9)

【公表番号】特表2021-501185(P2021-501185A)
【公表日】令和3年1月14日(2021.1.14)
【年通号数】公開・登録公報2021-002
【出願番号】特願2020-524273(P2020-524273)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/742    (2015.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/741    (2015.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/20     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/04     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/686    (2018.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/11     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   35/742    　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/741    　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/20     ＺＮＡＥ
   Ｃ１２Ｑ    1/04     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/686    　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/11     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月1日(2021.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象の微生物叢中の少なくとも１つの抗生物質耐性遺伝子の存在量を低減させるための
、１つ以上の細菌を含む、組成物。
【請求項２】
　対象において、少なくとも１つの抗生物質耐性遺伝子を含む病原性細菌（「抗生物質耐
性細菌」）の望ましくないレベルまたは集団を特徴とする疾患又は状態を治療するための
、１つ以上の細菌を含む、組成物。
【請求項３】
　対象の消化管内の非病原性共生細菌から病原性細菌への少なくとも１つの抗生物質耐性
遺伝子の水平伝染を中断するための、１つ以上の細菌を含む組成物。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの抗生物質耐性遺伝子が、表１に列挙されるものから選択される、
請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。



(2) JP 2021-501185 A5 2021.12.9

【請求項５】
　前記少なくとも１つの抗生物質耐性遺伝子が、２つ、３つ、４つ、５つ、６つ、７つ、
８つ、９つ、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２
１、２２、２３、２４、２５またはそれ以上の異なる抗生物質耐性遺伝子を含む、請求項
４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの抗生物質耐性遺伝子が、表２に列挙される薬物クラスからの抗生
物質に対する耐性を付与することができる、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項７】
　前記１つ以上の細菌が、表３に列挙される１つ以上の細菌種から選択される、請求項１
～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　表３に列挙される前記１つ以上の細菌種が、表５に列挙される１６Ｓ　ｒＤＮＡ、Ｖ４
、及び／またはＶ６配列、あるいはそれに対して少なくとも９５％の同一性を有する配列
を含む、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記１つ以上の細菌が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｗｅｘｌｅｒａｅ、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ
　ｉｎｎｏｃｕｕｍ、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｌｔｅａｅ、Ｆｌａｖｏｎｉｆｒａ
ｃｔｏｒ　ｐｌａｕｔｉｉ、Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｏｍｉｎｉｓ、Ａｎａｅｒｏｔｒｕｎｃ
ｕｓ　ｃｏｌｉｈｏｍｉｎｉｓ、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｒａｍｏｓｕｍ、Ｅｍｅｒｇ
ｅｎｃｉａ　ｔｉｍｏｎｅｎｓｉｓ、Ｄｏｒｅａ　ｌｏｎｇｉｃａｔｅｎａ、Ｃｌｏｓｔ
ｒｉｄｉｕｍ　ａｌｄｅｎｅｎｓｅ、Ｅｉｓｅｎｂｅｒｇｉｅｌｌａ　ｔａｙｉ、Ｃｌｏ
ｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｓｃｉｎｄｅｎｓまたはそれらの組み合わせから選択される、請求項
１～８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
　（ｉ）前記Ｂｌａｕｔｉａ　ｗｅｘｌｅｒａｅが、配列番号１０４～１１０及び２５５
のいずれか１つに記載の１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６Ｓ　ｒ
ＤＮＡ配列を含むか、
　（ｉｉ）前記Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｉｎｎｏｃｕｕｍが、配列番号２２４～２２８
のいずれか１つに記載の１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６Ｓ　ｒ
ＤＮＡ配列を含むか、
　（ｉｉｉ）前記Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｌｔｅａｅが、配列番号７３に記載の１
６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列を含むか、
　（ｉｖ）前記Ｆｌａｖｏｎｉｆｒａｃｔｏｒ　ｐｌａｕｔｉｉが、配列番号１５８に記
載の１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列を含むか
、
　（ｖ）前記Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｏｍｉｎｉｓが、配列番号１５２～１５５のいずれか１
つに記載の１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列を
含むか、
　（ｖｉ）前記Ａｎａｅｒｏｔｒｕｎｃｕｓ　ｃｏｌｉｈｏｍｉｎｉｓが、配列番号８９
～９２のいずれか１つに記載の１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６
Ｓ　ｒＤＮＡ配列を含むか、
　（ｖｉｉ）前記Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｒａｍｏｓｕｍが、配列番号８６に記載の１
６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列を含むか、
　（ｖｉｉｉ）前記Ｅｍｅｒｇｅｎｃｉａ　ｔｉｍｏｎｅｎｓｉｓが、配列番号１４に記
載の１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列を含むか
、
　（ｉｘ）前記Ｄｏｒｅａ　ｌｏｎｇｉｃａｔｅｎａが、配列番号６０及び６１のいずれ
か１つに記載の１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６Ｓ　ｒＤＮＡ配
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列を含むか、
　（ｘ）前記Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ａｌｄｅｎｅｎｓｅが、配列番号２７８に記載の
１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列を含むか、
　（ｘｉ）前記Ｅｉｓｅｎｂｅｒｇｉｅｌｌａ　ｔａｙｉが、配列番号２７６に記載の１
６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列を含むか、また
は
　（ｘｉｉ）前記Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｓｃｉｎｄｅｎｓは、配列番号８７および８
８のいずれか１つに記載の１６Ｓ　ｒＤＮＡ配列と少なくとも９５％同一である１６Ｓ　
ｒＤＮＡ配列を含む、
請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記組成物が、表４に列挙される１つ以上の細菌種を含まない、請求項１～１０のいず
れか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記組成物中の前記細菌が、胞子の形態、培養された形態、又は両方である、請求項１
～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記組成物が、Ｆｉｒｍｉｃｕｔｅｓの１つ以上の細菌種及びＢａｃｔｅｒｏｉｄｅｓ
の１つ以上の細菌種を含む、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記組成物の投与の前に、前記対象が、
　（ｉ）キノロン耐性、ベータ－ラクタム耐性、カルバペネム耐性細菌及びそれらの組み
合わせからなる群から選択される１つ以上の細菌の存在量を低減させるか、
　（ｉｉ）抗生物質による治療に反応しないか、
　（ｉｉｉ）Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｄｉｆｆｉｃｉｌｅ（Ｃ．ｄｉｆｆｉｃｉｌｅ）
感染症に罹患している、またはその発症のリスクがあるか、
　（ｉｖ）大腸炎に罹患している、またはその発症のリスクがあるか、あるいは、
　（ｖ）それらの任意の組み合わせである、
請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記大腸炎が、クローン病、潰瘍性大腸炎、または両方である、請求項１４に記載の組
成物。
【請求項１６】
　前記大腸炎が、軽度から中等度の潰瘍性大腸炎である、請求項１５に記載の組成物。
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